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発刊にあたって

本書は，出島バイパスの工事に関連して実施した栄町遺跡(旧市立長

崎高校跡地)の発掘調査報告書です。

調査地は江戸時代の袋町にあたりますが，袋町は慶長二年 (1597)に

町建てされたという記録があります。長崎は，元亀元年 (1570)に開港

され，翌年現在の万才町付近に最初の六町が町建てされましたが，袋町

は南蛮貿易の活況によって人口が増加したため，新たに設けられた町の

ひとつと考えられます。

調査の結果，町建てから幕末にいたる遺構や遺物が確認されました。

中でも，寛文三年 (1663)に長崎の大部分を焼いた「寛文大火j の火災

層や焼失した遺構が確認されたことが注目されます。火災届からは，輸

出向けの陶磁器が多数出土しましたが，これらは大火当時にピークをむ

かえていた肥前陶磁の海外輸出を実証する資料として大きな学術的価値

を持っていると考えられます。このほか，ドイツで生産された塩紬炉器

や東南アジア産と考えられるべっ甲の出土が珍しく注目されます。

江戸時代の長崎は，海外に開かれた港市として他に類を見ない性格を

持っていたことが，調査の成果から窺えます。近世長崎の遺跡といえば

出島和蘭商館跡など一部の遺跡を考えがちですが，我々の足下の多くが，

それに優るとも劣らない歴史的価値を有していることを改めて考えさせ

る良い機会であったといえるでしょう。

最後に御協力いただいた関係者の皆様にお礼を申し上げるとともに，

今回の栄町遺跡で行われた発掘調査成果が学術資料並びに歴史教材とし

て活用され，文化財の愛護に役立つことを念じて発刊のあいさつといた

します。

平成 13年3月 31日

長崎県教育委員会教育長

木村道夫



-
a
J
 

五
Y
i
n
- 仁3

1.本書は，一般国道324号線道路改良工事に伴う栄町遺跡(旧市立長崎高等学校跡地)の発掘調

査報告書である。

2.調査は，試掘調査を長崎県教育委員会が主体となって実施した。本調査は，長崎県出島バイパ

ス工事事務所の委託により，株式会社パスコ(現セコムデジタルマッピング)が行い，長崎県

教育委員会が指導した。

3.調査期間と調査担当者は，以下のとおりである。

試掘調査 平成 12年4月 10日~平成 12年4月 18日

長崎県教育庁文化課埋蔵文化財斑 文化財保護主事 川口洋平

同 文化財調査員 高原愛

本調査 平成 12年5月 15日~平成 12年7月 15日

株式会社パスコ 遠竹陽一郎

大西孝一

(現場指導)長崎県教育庁文化課 川口 洋平・高原愛

4.出土銭貨については，下関市立大学樫木晋一教授から指導を受け，玉稿をいただいた。また，

指導に基いて科学分析を岩手県立博物館に依頼し，咲山まどか・赤沼英男両氏の分析結果をい

ただいた。

5. その他の出土遺物については，以下の方々に指導・助言をいただいた (50音順)。

扇浦正義・大橋康二・)11口時二・坂井隆・棲庭美咲・鈴木祐子・隅田登紀子・中西啓・渡遁康

行

6.本報告書をまとめるにあたっては，以下の方々の協力を得た (50音順)。

網谷泰代・荒木津子・石本充子・岡裕子・鍛冶真人・ )11村由美子・小林利恵子・近藤慶子・

斉藤いづみ・田中由美子・永尾ひとみ・中村幸・成田万里・東貴之・松崎由紀子・三品久美子・

三澄千年・山内麻紀・横尾陽子・渡辺洋子

7.本書の構成は以下のとおりである(頁)。

I 1.遺跡の立地環境(1) 2.調査経緯(1)

II 1.調査方法(2) 2.土層(2) 3.遺構(2) 4.遺物(14) 5.銭貨(50) 6.科学分析(56)

E 総括 抄録倒

付録CD-ROM ・全体写真・調査風景 ・遺構 ・遺物 ・その他

(Windows95以降)

8.本書の銭貨を除いた執筆は， I -1・2，II -2・3を高原愛が， II . 4， mを)11口洋平が担当し
た。また， CD-ROM収録の写真は，現場写真を(株)パスコの遠竹陽一郎が，遺物写真を川口が

撮影した。

9.本書の編集は，高原の協力を得て， )11口が行った。



I 立地@環境と調査の経緯
し立地・環境

長崎市は，出島や麿人屋敷跡等の近世を中心

とした遺跡の宝庫である。特に，諏訪神社から

のびる岬状に突出した台地を中心に当時の町屋

が立ち並んでいたことは，江戸期の古地図に明

白である。

栄町付近の過去の調査では，北から長崎県が

行った桜町遺跡，市が行った興善町遺跡・栄町

遺跡で遺跡の有無を確認している。興善町遺跡

では花十字紋軒丸瓦や中国産染付磁器を出土，

栄町遺跡、でも 16世紀末から 17世紀前半代の磁

器を出土し，この付近は外町と呼ばれた町建て

当初の様子を忍ぶことができる遺跡が点在して

いる。本遺跡は，この台地から東側に下った低

地との傾斜変換点に立地する。当時の袋町に相

当し，外町の中でも最初期の慶長二 (1597)年

近隣の町屋とともに成立したといわれている。

袋町(栄町・県2001) 

第1図 遺跡位置国

2.調査の経緯

長崎県は，長崎市立長崎高校の単位制高校へ

の移管に伴い移転した同跡地を，長崎自動車道

からのびる出島バイパスを建設するにあたって，

その代替用地として活用することになった。そ

のための土地整備事業に着手するため，新規遺

跡の有無を確認する目的で平成 12年4月 10日

から4月18日まで試掘調査を行った。2mx 2m 

の試掘績を5カ所設定し，調査を実施した。そ

の結果，江戸時代前半の遺物に伴い瓦敷きの溝

状遺構や2列の石列を確認し，本調査となった。

当初，本調査の事業主体が，長崎県出島ノミイ

パス建設事務所，調査主

体が長崎県教育委員会と

いう 2本柱の体制であっ

た。しかし， 7月中に工

事着手という極めて緊急

な調査のため，県では調

全般に対応できない

とから，民間の調査機関

である株式会社パスコに

調査を依頼し，県文化課

が指導して同年5月15日 ---軍宮司 Fニヰト~I 1 ~ 

から7月15日まで本調査 ¥ li1 I 11 11 11 寸l け
を行った。 I 111 /1 11 11 11 1---4ι一一十一 一

第3図 グリッド配置関(黒塗りは試掘膿)

第2図周辺の地形
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H 本調査
し調査方法

調査は，工事予定区域に 5mX 5mのグリッドを東西に 1'"'"'16，南北に A'"'"'Fと設定して行っ

た。試掘における調査結果に基づき，第1層・第2層については，機械により土の除去を行った。

以下の土層については，人力で掘り下げを行い，遺構については精査を実施した。

2.土層

層位は，大きく 7層に分けられる。第 1層は表土で，コンクリートと基礎の砂利または客土と

なっている。第2層上には焼土層があり，原爆投下に伴う火災によるものと考えられる。第2層

は撹乱層で，近代の生活面や整地した痕跡が認められた。第3層との境界には火災壌があり，明

治~大正期の火災によるものと考えられる。第3層は整地層で，幕末の陶磁器を包含していた。

第4層は河川礁の堆積層で，中島川の氾濫に伴うものと考えられる。しかし，この層中に整地面

が数枚あり，河川氾濫と共存していたものと思われる。第5層上に部分的に岩盤の風化土を築き

かためた層が見受けられ，火災後整地した跡として認識した。第5層は焼土層で， 17世紀初頭か

ら中頃の遺物を含んでおり，寛文三 (1663)年の大火(以下，寛文大火)によるものと考えられ

る。特に， 17世紀中頃の遺物を中心に焼けた状態で出土しており，このことから寛文大火の痕跡

であると確認した。第 6層は混磯灰褐色粘質土層で， 17世紀初頭の遺物を含んでいた。第 6a層

には生活面が残り，大火前夜の町屋敷の様子を伝えている。この生活面は，第 6b層を整地して

構築しているようである。第7層は混磯青灰色粘質土層で，中島川の氾濫に伴うものと考えられ

る。

3.遺構

生活面が少なくとも 5面あり，溝状遺構を中心に建物跡と思われる石列・集石が残っていた。

本書では層位的に位置を提示し，次に個々の遺構の詳細な実測図を示した。また，実測者の過失

により， SK04に隣接していた SK03は遺構実測図に明記していない点を了解いただきたい。

目を引くのが，溝状遺構である。溝状遺構は， SD38・39・41'"'"'43以外は中島川や隣接する河

川とほぼ平行に人為的に数条掘り下げてある。構築方法は，溝状に掘り下げた後，側面に石列を

配置して底面に木皮等を敷き，木管様の管を埋設したもので、あった (SD32ほか)。時代が下るに

1 表土(現建造物構築時の整地層)

2 撹乱(近代生活面と混乱)

3 整地層(幕末中心の遺物包含層)

4 河I11氾濫原と整地層

(17世紀桂半-19世紀の遺物包含層)

5 焼土層

(1660午前後裂の陶磁器包含層→寛文大火鉢か)

6 混県民褐色粘質土層

1a 現代主主乱層

1b 焼土層(戦時の火担跡か)

(近世初頭中心の陶磁器包含層)

2a 近代舵乱層

2b 整地層

2c 焼辻層(明治~大正期の火災跡か)

3 黄褐色整地層

4a 灰褐色砂蝶層

4b 灰褐色粘質砂層

4c 灰褐色砂時層

7 混喋青灰色粘質土層(無遺物層)
4d 混県灰褐色粘質土層(整地層)

5 焼土層

基本土層

6a 混睡灰褐色粘質土層(近世初頭の遺物包合層)

6b 黄褐色粘質壬層(縄文~近世初頭の遺物包含層)

7 混時青灰色粘質i層

4.00m 

※斜線はコンクリート断面

TP.2東壁 。 2m 

試掘犠土層図

第4図土層図

り
L



袋町(栄町・県 2001) 

十 + + 。
事

十 十 持Inr Fi SD01 

イト

困層上面

+ 

長コピ~
亡口十 も「

「一一一寸

+ + 十 十 + 

~/配石03

+ 

υυ  
G，配石04

。。。
母k埋聖01

SK02 

+ 

4ト

。 。
石列白10 山か、
。

/ 白

。+匂〉
石現1)08

もわ 。+ ¥ +o  。
喧

も

む 。¥石卵1)09 。 石列11

ー+

+ 
N層上面

+ 

____jE E 

十 Ir' 十 回国

+ 十

+ →ト ↓ 

+ 

+ 

。置tb 倒的

() ，---+L'" 。ゐ4!日j
V層上面

十 + 
SK12+ SK11 

一+SK07S + 一ι。 1臼n

埋直02

十。/

第5圏遺構配置図

つり



袋町(栄町・県2001) 

ー+ 十

PIτ10 

¥¥ 
。
内

石附@~ 。
。十戸
50{)雪

。
。
。

十時雪J+
+ イト + ι + 

イト -1-

。

十 + 

-1-

VI層上萄
4レ -1- -1- + 

「一三ζ1
ート + 

+ + 十 十 ート + + 一ι

。
十 -1-

石列185 
↓ 

。。。+ 。 + ↓ 

~ー\恒一h刊一υb 白 。OdO>口。

L + 十 + -1- + + 

四層上面

4ド

。 10肉、

第6図遺構醍置図

従い，木管木樋から板製の箱型木描，直方体の石柱をくり抜き箱型にした石樋へと変遷する (SD

01ほか)。各層にわたってほぼ同様の場所に構築され，江戸期を通して改修が繰り返されていた

ことが窺える。河川に排水する施設でないことから，溝状遺構は下水施設という意味合いのもの

ではなく，上水道であった可能性が高い(註.)。

註.長崎57ヶllITを焼失した寛文大火をきっかけに，倉田次郎右衛門が欽料水・防火水に活用で、きるよう寛文7(1667)

年から延宝元 (1673)年にかけて，私財や長崎奉行からの援助で，水道施設(倉田水樋)を市内 38ヶ町に敷設

している。また，明治27(1894)年に建立された倉田水樋碑には，倉田水樋関係町として袋町の町名がみえる。

このことより， 5層以上の遺構は倉田水樋関係の構築物である可能性が高い。一方，焼士に覆われた溝状遺構も

存在していることから，各町屋でも敷設していた可能性も考慮しなければならない。

[参考文献]

名勝旧跡部編1937r長崎市史j地誌編名勝蓄積部
長崎新聞社編 1984r長崎県大百科事典』長崎新聞社

4 
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3章構名 グリ、ノド名l層f立 (萄 J雪 青構名lグリlノド名|層位l 1轄 考

SD01 A'B7 班a石樋， 1熔込底lこlOcm程の石敷きc践を石で固定 SK14 E16 VI? 

SD02 A'日4 illa 百f通一指込と石憾の!昔1に石 SK15 F16 VIつ

SD03 B2 illa 石f通}行蓋あり SK16 欠番

SD04 B5・6 IVa SK17 B16 官Ia

SD05 A'B7 V 1官り込んで配石 SK18 C16 VIa 内部は泥状で，木県，(，由:物の種子(桃等)出上

SD06 A'B6 V 配石上半(こlV層整地面が被る底に砂 SK19 B16 VIa 

SD07 B6 V SK20 03 VIa 掩士l土焼士瓦片出士

SD08 A6 V 石~1)01 A5-A7 IVa 礎石1~5含む

SD09 A4 羽 片側のみ残存コ面をそろえている 石~I)O A7 IVa 礎石51こかむ

SD10 A6 V 面をそろえている 石~I)O 日3 VI 

SD11 A5 監b石室あり。木樋痕 石列04A6・7 VIa 

SD12 B7 VIa 石~1)06 B5・6 V宜

SD13 欠番 右手I)OE自6 vn 石亨1)05と関連あり

SD14 A6・B7 VIa 内部に小熊 石事1)07B8 IVa 

SD15 A.B6 VIa 右手1)08A9・BI0 IVb 

SD16 A'日7 VIa 石列09A'B9 IVb 

SD17 C.03 狙a石樋。屈曲部7<'カワで固定 右手1)1C A'B8 IVb 

SD18 A'87 VIb 底に瓦敷き 石列11A・Bll IVb 石列。日左対応、

SD19 A7 VIb 底に瓦敷き 石夢1)12A'81O IVc 石列12下に配列

SD20 03 illa 蓋に丸瓦。 SD17と連結しない。 f~jに大窪 石事1)13A'81O VIa 

SD21 C3 羽a木質管あり 石列14C16 V 建物の敷地境界か

SD22 C3 VIa 木質管あり 配石01A8 V 

SD23 A'89 IVa 小磁を~2列夜上はシルト質 記石0288 V 2>")の石担j:Jk

SD24 A'89 V 木敷J大振りの撲を使用コ小様で固定 配石0 AIO VIa 

SD25 810 illa :石樋 配石04810 VIa 

SD26 A'81O V ile石05016 VIa 

SD27 A'810 V 配石06816 VIa 

SD28 A'810 V i里棄01自6 V 

SD29 810 V 埋聾02C3 IVa 

SD30 A9 V 側壁が石板。瓦を底に敷き， f郎墜と垂[i'[に立てるυ 瓦に加工あり I里輩。 88 IVa 

SD31 A'89 V 木樋D SE01 03 illa 井戸。 7<'カワで固定

SD32 A'89 VIa 木製管。 SE02 03 illb SEOlf剣，井戸。

SD33 A'810 VIa 線敷01C3 V 

SD34 A'88 喧1 様敷02AB6 VIa SDI4-SDI5問に集石υ 窪地に役石した践:か

SD35 A9 VIa F重土に炭化物含む PIT01 A6 IVa 

SD36 A'811 狙 石倍。石で固定 PIT02 A5 VIa 

SD37 欠番 PIT03 A5 VIa 

SD38 016 取a石蓑。ア7力ワで固定 PIT04 A5 VIa 

SD39 816 illa 石敷 PIT05 A'B5 VIa 

SD40 816 磁a石敷 PIT06 A6 VIa 

SD41 016 VIa 木質 PIT07 日7 羽a

SD42 自16 VIa PIT08 A6 VIa 

SD43 016 illb 木tili。木蓋。片側釘で固定 PIT09 86 VIa 

SD44 欠番 PIT10 87 VIa 

SK01 86 IVa PIT11 86 VIa 

SK02 A5 IVa PIT12 欠番

SK03 欠番 PIT13 AIO VIa 

SK04 A5 VIa 獣骨等。ゴミ穴か PIT14 89 VIa 

SK05 89 IV PIT15 日10 VIa 

SK06 AI0 V PIT16 日16 V 

SK07 016 V PIT17 816 VIa 

SK08 016 V PIT18 A16 V 

SK09 正16 VI SX01 日2 illb SD03下，木製箱

SK10 F16 VI SX02 C3 阻bSD13下， 1雨状の抱込

SKll C16 VI SX03 C2 VIa 隣接して焼上

SK12 816 VI SX04 AI0・811 監a柱穴は焼土まで遠L，~占床

恒K1竺日16 IV SX05 016 V 

表1 遺構観察表
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4.造物
調査では，パンコンテナ70箱分の遺物が出土した。以下に遺構別・層位別で取り上げた遺物

の特徴を記す。

遺構出土の遺物

各面で複数の遺構が確認されたが，覆土から出土した遺物で時期的なまとまりがあるものとし

てはSK3，4， SD8， 12， 26，ピット 2がある。中でも SK3の出土遺物は時期的にまとまってお

り，セット関係を捉える上で良好な一括資料であると判断される。出土した遺物は127点である

が，構成する遺物の組成はグラフ 1(P .49 )のとおりである。廃棄の時期としては，初期伊万里

が含れることや青花の様相から 1610年代から 1620年代が考えられる。また， SD12から出土し

た褐紬陶器の有頚壷が注目される。 SD12は寛文大火より前に埋没していることから，時期の下

限を 1650年代と考えることができる。

VI層出土の遺物

VI層は，縄文時代から 16世紀末頃までの遺物を含む下層VIb層と 16世紀末から 17世紀中頃

までの遺物を含むVIa層からなる。しかし， VIb層が検出された場所は限られており，調査時に

確実なものと判断した資料は少ない(註1)。以下では羽a'VI bを総括してVI層として報告する。

出土した遺物は，中国産では景徳鎮系の青花・色絵，r章州、i窯系の粗製青花・色絵，東南アジア産
の焼締め壷，肥前陶磁などがある。注目される資料としては天啓・崇禎期 (1621"-' 1644)に生

産された，日本からの注文で生産されたとされるいわゆる古染付があげられる (84"-' 98など)。

また，粗製の陶器質の青花碗 (36"-' 41)がまとまって出土しており，生産地の検討を含め今後

の研究が期待される。東南アジア産では瓦質クンディ (98)や(註2)，産地，用途ともに不明な

焼締め製品 (100・101)などがあるが，中でもベっ甲 (125・126)が注目される。また、ドイツ

のライン炉器の出土も注目される。 VI層に含まれる遺物の廃棄の下限は148・149のように輸出

向けの肥前陶磁が含まれることから 1650年代が考えられる。なお，古代の石帯 (127)が出土し

ているが，流れ込みによるものと考えられる(註3)。

V層出土の遺物

V層は，寛文三年 (1663)の大火の焼土層である。中でも 10区では規格性のある肥前陶磁が

集中して出土しており，商品として保管されていたものと考えられ，とくにV層一括遺物として

取り上げた (150"-' 311)。そのほかの場所では， 17世紀前半の遺物が含まれるなど通常の火災層

と判断し単にV層として取り上げた (312"-' 352) 0 V層一括の遺物は，前陶磁の海外輸出の様相

を考える上で極めて重要な資料といえる。東南アジア向けと考えられる粗製碗が圧倒的に多いが，

ヨーロツパ向けと考えられる燭台や瑠璃紬に金彩を施した蓋付鉢やツバメ形の合子などが注目さ

れる。組成について時間の許す限り分析を行ったが(グラフ 2.P .49)，報告後も分析を続けて

別に紹介の機会を持ちたい。

W層出土の遺物

N層は，寛文大火後の整地層とその後の生活に伴う堆積層からなる。遺物には整地時の撹乱に

より 17世紀前半のものも含まれるが，やはり輪出向けの肥前陶磁が散見される。また， 18世紀

から 19世紀にかけての遺物が入る。

E層出土の遺物

近代に撹乱された層であるが，近世の遺物を含んでいる。注目される資料として中国産の安平壷

(443)康照三彩の硯 (444)のいわゆる祥瑞の小鉢 (434)などがある。

[註]

(1)縄文時代の石鍛，龍泉窯系青磁，小野青花皿C群など貿易陶磁が若干含まれるほか，慶長

通賓が出土している。

(2)瓦質クンディは，築町で出土している。坂井隆による論放がある(内下町・市1997)。

(3)石帯の出土は，壱岐・石田町の椿遺跡に続き本県で2例目である。
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遺物データ①
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遺物ヂータ②

i番号 i置物名称 /111::区・遺構名 ~H 上層位 IH~ 底径 器高 生産地 備 A主

曜主
B~7 VI 1.6 |華南か 用途不明
B~3 \~ 2.0 唐津か 用途不明

\~ ベトナム
\~ ヘトナム

[l~6 \~ ベトナム
A~9 \~ n金iM

107 焼締皇室 A~9 VI 8.4 8.0 1.6 己前方、
108 灰 皿 日 5 VI 12.'15 4.8 3.'1 eliir 胎七日

109 灰 m A~4 \~ 12.2 4.'l 3.7 肥前
110 灰 肌 A~8 \~ 12.2 4.6 3.15 巴前
111 I疋 皿 B~10 \~ 10.0 4.3 3.4 elIlj 
112 灰 1街形碗 A~8 \~ 10.7 4.8 ι5 E前
113 灰

ii出K盆経掴l盆盆盈旦IEL L 

A~8 \~ 13.2 4.8 4.2 巴白~j 砂H
114 1豆 B~7 W 12.'1 3.7 4.5 宮前 砂日
115 灰 [l ~2 VI 15.0 5.0 5.3 宮前 砂目

116 鉄 A~8 VI 10.5 3.7 2.'1 自前
117 |焼締火入れ A~8 \~ 13.'1 elI計方、
118 i焼締火入れ A~8 VI 中国
119 黒軸有頭室 A~4 \~ 7.8 中国
120 |焼締饗 B~6 \~ '"国
121 |焼締 ¥1 E訴I
122 鉄桧 B~4 VI 9.6 E!!Iij 
123 鉄絵喜 B~8 ¥1 28.0 7.4 7.5 E前
124 鉄絵事 A~9 羽 20.7 8.2 5.7 思前
125 ベっ !製品 B~3 VI E南アジアか
126 r(ペ〉 !製品 ¥1 tr暫アジアか
127 石? A~7 \~ 丸戦t 古tのj昆人か
128 塩 3炉ロ 注 日~3 ・ C~2 \~ 4.1 ドイツ 124~1281"1 偲体か
129 h藍 炉 沖合 C~3 \~ ドイツ フイン地方・ヴェスタ ヴアルト窯産と考えられる
130 塩 炉同 注 C~3 W ドイツ
131 塩 炉白 注 C~3 VI ドイツ
132 塩 炉 sくF主 C~3 \~ ドイツ
133 |染{‘「筒形碗 B~6 VI 9.7 u 7.5 邑前 大関 II)

134 染付銭文通正 A~8 W 6.2 3.0 3.7 己nIj 大 ~II
135 古文盃 B~5 W 6.1 2.6 4.3 宮前 大震 II) 
136 l染付錆文盃 B~3 \~ 5.9 2.8 3.9 巴前 大房 II)

137 染付盃 A~9 ¥1 5.6 2.5 3.5 e，iij 大 ~II
138 白磁盃 A~9 ¥1 4.6 2.2 2.8 ド国 大事 II!
139 白儲足火入れ A~9 1司 9.9 5.1 4.6 巴前
140 染付輪11:皿 A~6 W 13.3 5.0 3.2 enij 大儒H持1
141 白磁鉢 A~6 ¥1 11.8 4.3 5.5 E前 内面施紬門火入れか
142 白磁人形 A~9 1哩 E前方、

143 白磁翰11:小肌 A~6 1守 7.0 3.6 1.6 e，ifj 
144 |軟質陶器合子 ¥1 3.8 3.6 2.3 f章.Jjj窯
145 九子m土製品 B~5 \~ 2.7 2.8 1.95 不理
146 土師血 B~5 ¥1 9.1 4.8 2.5 不明
147 上師IITl A~8 ¥1 8.0 3.4 1.6 不明
148 l染(手十出i A~9 \~ 6.2 19.4 en有 長古谷~製品か大矯E期
149 地付手N瓶 A~9 ¥1 6.'1 13.6 巴品h
150 染付碗 A~10 V 舌 13.7 5.6 6.3 E前
151 長{寸碗 A~10 V E 12.0 4.6 6.1 EII存
152 也付碗 A~10 V 舌 12.6 5.3 5.2 E前
153 染(、碗 A~10 V 手μ 11.8 5.2 6.0 E話I
154 |染付碗 A~10 V 苫 13.2 5.0 5.9 EII有
155 染付碗 A~10 V 話 14.4 5.2 5.5 巴前
156 染H碗 A~10 V 手μ 12.4 5.3 5.15 巴前
157 |染付碗 A~10 V ，;5 12.5 6.5 6.1 Elifi 
158 染付碗 A~10 V I百 14.2 5.2 ιi E前
159 染付鋭 A~10 V 苫 12.5 5.1 6.3 巴前
160 付碗 A~10 V 呂 12.自 5.1 6.35 己寸t
161 ー付碗 A~10 V 百 12.2 4.，1 5.65 EI)IT 
162 {サ碗 A~lO V i手i 12.0 5.6 5.7 己前
163 l付碗 A~lO 可一志 11.7 5.2 5.1 己nIj 雲竜見込 腕 177と接合
164 N碗 A~lO V 舌 11.0 5.'l 5.3 己前 雲竜見込 碗
165 ば寸前 A~lO V 舌 11.6 5.0 5.5 芭前 雲竜見込 椀

覇
A~10 V ー舌 12.6 5.0 4.8 巴'IIf 雲市見込
A~lO V 舌 12.2 5.4 5.9 E前 実竜見込 C碗
A~lO V 苫 11.8 4.8 5.6 巴前 室主竜見込 C碗
A~lO V 苫 11.4 4.6 

官三
雲竜見込 碗

A~lO V 手u 12.1 5.2 6 碗
A~10 V 舌 12.2 5.2 5.'1 
A~10 VII'i舌 医]
A~10 V 手μ 雪見込

::||l11i777746月~染染染染、付付付腕椀椀
A~IO V 舌 12‘4 5.0 5. 雲竜見込 181と接合
A~IO V 舌 13.6 5.2 5.9 E前 宥和見込

A~10 V 舌 12.0 5.7 5.1 E前 雪雪

A~IO V 苫 12.0 4.4 5.1 E前 さ砦 164と縫合
178 付碗 A~10 V 吉 12.6 4.8 5.5 E前
179 {寸碗 A~10 V 14.8 6.4 7.1 E前 C碗
180 {せ碗 A~10 V 苫 14.6 5.6 6.7 宮前 風見 C腕
181 f寸碗 A~10 V 吉 12.2 4.0 5.8 宮前 雪合=見 C碗，174と接合
182 付腕 A~lO V 舌 12.8 5.1 5.6 己前 C碗
183 {寸sIi A~IO V 一苫 13.2 5.0 5.75 E前 '. 

184 也{. A~10 V 舌 14.4 5.4 6.1 芭前
185 染{、 A~10 V 苫 12.4 5.2 5.7 巴前 文碗
186 染付 A~IO VII'i--舌 12.4 5.4 5.25 IE前 文碗
187 染H A~10 V 舌 12.2 5.3 5.3 E前 文碗
188 染付'. A~10 V 舌 12.7 5.2 5.8 E前 文碗
189 染付 A~IO VII'i--苫 12.6 5.4 6.0 ElIlj 文碗
190 染{、 A~10 V 舌 14.8 5.4 5.5 巴前 鳳風見込 碗
191 染{、 a形椀 なし V 苦 7.2 4.4 6.9 E前
192 染寸~ B~IO VII'i -舌 8.8 3.4 3.1 Elilj 高台内「太明成七年製J銘
193 染付 B~10 V 舌 11.4 4.8 5.7 E前 高台内「太明成ヒ年製J銘
194 染付事 A~10 V 舌 16.3 5.9 7.3 自前
195 為付 B~10 V i'i 14.4 5.8 7.2 Elifj 
196 染付事 A~10 V 吉 14.1 5.9 7.6 里高在
197 染{、事 A~10 V 舌 14.0 5.9 7.6 邑前
198 染付前 B~10 VII'i--苫 11.0 4.4 5.5 己IIIT
199 染付鉢 B~10 V 手u 16.0 6.4 7.6 Eii有 合l台内「宣徳tヨ製l銘
200 染付総 B~IO V層 '5 12.2 5.2 5.2 !E前
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遺物データ④

i番号選 牧 称 出土1><:・遺構名 口径 底径 器高 L産地 i詰 考
3011染付血 i台 IVR!l 19 10.4 3.31sEI 
3021染付血 !台 IA-I0 IVIi!iー 19.0 10.4 3 

ヨE器l台 IA-10 V 18.6 10.0 ~. 0 
1台 IA-I0 V/iii 18.6 1.4 1 2.9 
台 IA VRii一 19.2 o 1 3.2 
ムロ IAー VIiliー 19.0 10.2 3.3 

30 血 台 IA V 19.0 10.2 3.55 1I自"'
308 組 台 IA-9' 19.3 10.2 3.0 
309 限 ぷ口」‘ IA- 19.4 10.9 
31 i台 IA 18.8 o 1 3.2 
31 1台 IA-9' 18.4 9.8 (3 
31 IB-2 14.6 5.6 4.3 長皿H2に似る。ただl..u縁部はIE大しなし
31 C-3 V 13 5.8 4.7 長血H11こ似るのただl
31 IB-3 V 8.0 3.6 2.6 
31 l、釘、 、-6 V 7.0 !.9 1 4.0 組

31 ト本不 、 V 4.4 !.O 1 3. 
l、材、 込 9 IV 6.3 2.2 3.8 J額。

31 f明血 、-7 IV 8.25 2.0 

議室31 杯 臼 IV 8.6 1.4 1 4.2 
32日 f1E碗 IB-2 12.9 ;.4 1 4.65 見込蛇 r呂勅書iぎ
32 IA'Bー 2 。1.0 
322 IB .4 1 9. 
32: 16.9 1.6 1 8 
324 IA・B- :禦か
325 :llll V 38.0 20.0 6.3 芙蓉手

326 ;皿 3， '.0 115 6.85 芙蓉手

327 6 8 

は3購謹上
IB-: .4 1 5. 6.4 依下部 jP;，勅{搭1t分け
!日 2 6.6 
IAー10 0110 2‘3 i弾き

33 血 IB-6 IV 10.7 6.7 3.01nE fち
33 ;-2 13. 5.2 3 見 (大橋11)羽

33 IF-16 
33 IB-6 .21 5.0 
3， !j、本1> IB 1.61 6.05 
331 IAー 4.0 自

33 IA IV 91 2.2 3.0 1I巴
338 IB-2 5.0 8 1 3.0 
339 主蓋 P15 2.4 
34日 )26. P15. B :.9 1 4.6 .6 
34 IA-5 8. 1.0 1 2.2 波w兄 (中野月1)か
34: ;-16 9.2 2.9 
343 IA-10 IV I!E 

軍罷
|日 3.2 3.4 2.7 

~ 1)、杯 IB- 6.45 3.3 6 
IB-2 iか

nも Is-' 
7鉢 IB-2 2 117.2 12.6 ~n 、

;-16 IV 6.0 6.6 :1.7 1 R 
3501埼禍 IA-9 IV 4.4 .9 1 eI 
3511土師鹿 IAー7 5.0 95 

||||3333 5555 2453 1i 土青青青花夜師E皿血鉢血

s- 4.0 9 
s-2 6. 3.5 
;-2 8.2 9 
;-2 8.8 75 

356 ollll B-2 IlV 20.8 12.0 3.0 
357 シj、鉢 B-2 9.4 3.3 
シj、本下 IA-9 7.6 4.2 
Eキ1> IA-9 9.8 4.9 

臨萱 D-2 4.6 4.2 
Isー 9 5.4 巴干

IB-8 IlV 9.6 4.2 5.2 大橋霊期

63 1形碗 D-2 8.4 4‘6 7.3 }事}

1形碗 IA-9 日 5.7 7.6 01持i
IAー 9 1.6 1 5 
B-8 8 3.8 4.6 

監高盛紬一碗
A'B- 4 5.8 
s-9 !日F 8 5.3 6.0 
B-9 IlV 8.4 3.8 7.6 

370 A 4.7 3. 3.0 
371 、-6 4.2 2.4 2.4 
372 '-8 (4.01 
37 h 5.8 2.5 3.4 、-8 5.5 2.9 3.35 

寸書欝
3-9 IlV 15.4 6.0 7.6 
Is-9 16.0 6.8 7.7 
IB-8 6.8 1.2 

378 Is-8・9 1.6 
37! 5.0 
380 IB-' 8.9 .2 
381 Is- 6.8 ~.4 
382 子重量 IB-8 10.8 2.5 
38 身 IB-8 3.8 2. 2.2 
38' B-2 5. 2 3.8 
38 B-9 5 1.5! 

B-2 4 2. 3.5 
38' A- 5. 2 65 
381 B-8 IlV 5 2 3.2 
389 B-16 IlV 5.4 2.7 2.3 I!邑
390 A-8 6.9 3.4 
391 】-3 7.4 4.2 ~.O 

39~ 、血 '-6 6.9 1.6 

ゴ且 '-9 .0 I 3. .9 
'_llll 、-10 6 3.2 
、血 3-6 W 6.2 3.0 

芸麟、既 IA-I0 6.6 1.05 
、血 IA-7 6.8 3.6 
、血 |日 5.6 IHE前
、皿 IB-5 3.2 3.2 3.2 1肥前

100 E与付蓋 |日-9 6.6 .2 1肥前
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遺物データ⑤

園田j割合
(127点中)

育花に占める I 
精製・粗製の ! 
割合(65点中1 l 

中国 51.2% 

精製 66.1%

555flZ| 初期伊万里 % 

袋町(栄町・県 2001) 

匿「 日本 41.7% 

粗製 33.9% 

志野1.9%

底津 50.9% 巴盟主主j
グラフ1SK3における陶磁器・土器組成

種別部会
(7.910点中)

染付における I
粗製碗の割合|

(6.596点中1l 

染付 84.6% 

粗製碗 55.7% 

グラフ2v層一括遺物の組成

[号|用参考文献]大橋康二 1993rn巴前陶磁』ニュー・サイエンス佐

事桂l.l% 宵磁0.5%
i瑠璃白位 十土器1.3%
1結59J1 7.3%1 L川

陶器0.296

その他の染付 44.3% 

小野正敏 1982f15、16世紀の染付碗、血の分類とその年代Jr貿易陶磁研究JNO.2 
森 毅 1995f一六、一七世紀における陶磁器の種類とその流通Jrヒストリア』第 149号大飯歴史学会
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下関市立大学 捜木晋ー
出土銭貨

本遺跡からは， 588枚の銭貨が出土している。この内の 2枚はガン銭と呼ばれているもので，厳

密に言えば貨幣ではない。キセルの火皿部分を叩き潰すと貨幣に似た形態となり，貨幣として使用

していたと考えられているものである。江戸期の都市遺跡からしばしば出土する。また，孔のあい

ていない近代銭も 1枚含まれている。従って，円形方孔の銭貨は 585枚であり，一括出土でないも

のとしては数量的に多い。これらを大別すると，付着物等で判読不能なものが 19枚，寛永通賓以

外のものが48枚，寛永通賓が 518枚である。寛永通賓を，寛永 13年 (1636)から鋳造された古寛

永通賓と，寛文8年 (1668)から鋳造された新寛永通賓とに分類すると，古寛永通賓が 382枚，新

寛永通賓が 136枚(文銭47枚)である。全体の約 85%が17世紀に鋳造された銭貨であり，このこ

とから本遺跡は江戸期前半の遺物を主体とした遺跡であると言える。寛永通賓については，可能な

限り収集界で使用されている分類も記載した(1)。

渡来銭は，淳化元賢 (990年初鋳)，祥符元賓 (1008年初鋳)，祥符通費 (1008年初鋳)，天時通

賢 (1017年初鋳)，天聖元賓 (1023年初鋳)，皇宋通賓 (1037年初鋳)，照寧元賢 (1068年初鋳)， 

元豊通賓 (1078年初鋳)，元祐通賢 (1086年初鋳)，紹聖元賓 (1094年初鋳)，元符通費 (1098年

初鋳)，政和通賢 (1111年初鋳)，景定元賓 (1260年初鋳)，洪武通費 (1368年初鋳)，永楽通賓 (1408

年初鋳)，朝鮮通費 (1423年初鋳)，寓暦通賓 (1576年初鋳)，天啓通費(1621年初鋳)，順治通賢

(1644年初鋳)を確認できた(2)。

明末から清初の中国銭貨がわが国で出土する例は少ないが，本遺跡では寓暦通賓・天啓通賢・ )1顕

治通賓が各 1枚ずつ出土している。寓暦通費は福建省など中国南部では広範に流通していたと言わ

れている銭貨だが，わが国での出土例は博多遺跡群の 1枚のみで，素材は真鍋である(3)。天啓通賓

の出土は管見の限りわが国で初めてである。

わが国で近世初期に鋳造された特色ある銭貨群が出土している。これらの銭貨は近接している築

町遺跡(4)でも同様に出土しており，長崎という地域は近世初期のわが国における銭貨生産およびそ

れらの流通を研究する上で重要である。まず，慶長通賓が 1枚出土している。この銭貨は慶長 11年

(1606)に鋳造されたとする説もあるが，公式な鋳造記録は存在していない。最も古い四層 (16世

紀末)から出土していることから，層位の年代観が正しければ，慶長年間 (1596"-' 1615)初期に

鋳造された可能性もある。ほぼ鋳造年代と出土層位の年代観が一致する。加治木洪武通賓は2枚出

土している。背に「治J字を有しており，大隅国加治木で鋳造されていたことが確実な銭貨である。

ともにVI層からの出土であり， 17世紀の前半のものである。また，収集界で叶手と呼ばれている元

祐通賓が3枚出土している。筆書の字体に特徴があり，これも日本製である。背面に文字は確認で

きない。加治木洪武通賓と叶手元祐通賓は原城跡(5)からも共伴して出土しており， 1637年時点で流

通していたことは間違いない。さらに，元通通賓が3枚出土している。 2枚がV層焼土から出土し

ており，築町遺跡から出土した2枚の元通通賓も焼土層からの出土であり，この焼土の年代から 1663

年段階で流通していたことを示している。元通通費は公式な貨幣には存在しない銭名であり，豪書

の元豊通賓「豊J宇を削り，真書の「通」を依め込んだ銭貨であると推定できる。現在のところ長

崎市だけで出土例が知られている。また，長崎元豊通賓が 1枚出土している。この真書体の元豊通

賓は，万治2年(1659)に貿易決済のために長崎で作られたものであると言われている銭貨である。

出土例が徐々に増加しており，国内でも流通していたことが推測できる。

古寛永通賓は 13種類を数えるが，出土数に偏りがあり，称、水戸，推岡山，称、沓谷，称岡山が多

く見受けられる。生産量の関係であろうか。寛永通賓については，生産地とその流通圏の関係を探

る必要があるが，今後の課題である。

(1)収集界の分類については，東洋鋳造貨幣研究所古田修久氏のご教示による。

(2)渡来銭の初鋳年は『函録日本の貨幣1J(東洋経済新報社， 1971)によった。

(3) 2001年に福岡市教育委員会より報告書刊行予定。

(4)長崎市教育委員会『築町遺跡J1997 
(5)長崎県南有馬町教育委員会 f原城跡J1996 
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(長崎)元豊通賓 [299]

皇宋通賓(害事書)[553] 
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無寧元賓(真書)[298] 

慶長通賓[214]
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古寛永称岡山[12] 

古寛永称御蔵[76]

第46図
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4cm 

主

新寛永元文吉田島[284]
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A-4 1困
A-4 1困
A-4 1m 
C-3 IV 
A-4 1m 
A-4 1m 
A-4 1m 
A-4 1m 
B-6 I\~ 

B -6 IVl 
B-6 1、q
B -6 I\~ 

A-6 IV 

A-6 IV 

A-6 IV 
A~6 IV 

B-6 IV 
A-3 I\~ 

C-3 IN 
B-!i 1¥司
日-5 I\~ 
B一号 l、司
B-5 1¥弓
B一月 IVl 

背「支了 …1天T吉一一一一府
四ツ令銭 IA-8 IN 

水 IA-8 IN 
前 IA-8 IN 
永 (，11台石巻 IA-8 11¥ 
永 IA-8 IN 
AC 不18手 i日ト万坪 IA-8 IN 
山 IA-8 IN 
J，}: IA-8 IN 
木下旧手七条 IA-8 IN 
d IA-8  IN 
本 IA-8 IN 

iJI IA-8 IN 
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|番号 1重 日j 分 額 出土区 "_j君t 勝立 (韓 考
375 寛永通賀 祢坂本 A-8 1司
376 ワ A-10 IV f着物
377 淳七π貰 真 B-7 IV 

L益事け主苦主曜
称水戸 SK07 

A-10 V 
称芝 B-5 IVV 
|新寛永 A-2 皿

I&:書 A-9 羽 b上
古寛永 A-8 B V 
称建f寺 A-5 E 
古寛永 A-9 W下

天聖冗 |案書 A-10 V 
寛 不知 B-3 恕

寛 新寛永亀戸背「丈 SD29 
[長噛 A-10 V 

A-10 E 
寛 |新寛永 B-10 狙
寛 不知 A-7 V 
璽 称芝 A-6 VI 
寛 古寛永 A-10 V 

称烏謹 B-11 W下
新寛永 D-3 、官

古寛永 A-l0 W 
称高田 A-9 V 

霊山 B-16 1司
寛永通 C-2 VI 
401 寛永通 D-15 撹乱
402 寛永通 A-5 IV 
寛永通 A-9 V 舌

S D 11 
岬量水戸 日 7 V 
|新寛永仙台石巻 A-9 W下
称水戸 E-16 1司
新永亀戸背「士 A-10 W 
称 B-11 V 
古永 SD32 
|新l!:7k 亀戸背丈 B-6 IV 
新永不|日手旧十万坪 A-5 11' 
ホ B-8 IV 

噴 古永 A-3 班

寛 新寛永亀戸背 f文 A-11 IV 
寛 新寛永 A-l0 悶
寛永通 称j萌山 B-10 IV下
418 寛永通 寛永称鳥趣 B-4 皿

419 冗豊通 行量 A-8 W 

轟
新永亀戸北 f文 B-l0 IV 
新寛永亀戸背丈 A-9 IV 
称坂本 日 6 V 
|古一寛永 A-9 V 
古寛永 B-7 E 
不知 SK02 

444422226 8 9 7 韓
!推岡山 A-ll V 
称水戸 A-11 V 
称芝 A-8 IV 
新寛永 JG丈十万町一 A-8 w 

430 |寛永通 称高岡 B-l0 V 舌
431 |寛永通 不知 B-10 V 舌
432 l寛永通 称水戸 B-l0 v-t舌

撃
古寛永 B-10 V-li5 
背文 A-4 E 
背文 A-4 凹

背 D-3 VVI 
案書 D-3 VVI 
古寛永 D-3 VVl 
古寛永 B-l0 日F

B-10 W ，、 ιし判読不能
441 寛永通費 新寛永 D-3 日F

442 寛永通寅 新寛永 D-3 W 
443 |寛永通寅 新寛永仙台石巻 D-3 IV 
444 寛永通賀 新寛永 D-3 W 

轟
D-3 IV |判読不能概薄
B-l0 IV 
日 10 IV 
B-6 IV 
B-6 IV 
A-10 W 
A-10 IV 
A-l0 IV 

453寛永通 詞丈 A-11 田
454 称水戸 A-ll 即

歪重苦

称*E A--9 IV 
新寛永亀戸背丈 A-9 日F

豪害 B-8 W下
称高田 B-8 IV下
称建寺 B-ll 日F
永 B-11 11' 
谷 B-l1 W 
谷 B-11 W 

463 永 不i日手 |日十万坪 B 11 IV 
464 永 8D27 
465 古永 8D27 

歪望者献血

新永 8D27 
称 A-3 W 
古永 A-3 IV 
長F A-3 W 
7k A-3 乱J

季、山 B-ll W下
ノk IV 苫

古寛永 B-ll IV下
474 寛永通 新寛永不旧手七条 A-l1 IV 
475 寛永通 弓ミ知ロ A-l1 IV 
476 天稽通 A-l1 \~ 

477 高暦通 A-6 m 
478 寛永通 称芝 A-6 皿

479 寛永通 称水戸 A-6 凹

480 寛永通 称芝 A-3 皿

481 寛永通 称木，_， A-3 凹

袋町(栄町・県 2001) 

番号げ璽 別分 顎 出上区・ 3宜4 層立 11需 考

482 寛永通賓 新寛永仙台石巻 A-9 田
483 寛永通賀 |古寛永 A-9 皿

蓋語草

SD31 
8D31 瞳貯 SD31 
C-2 IV 
C-2 IV 

庖E 背丈 C-2 IV 
A-l0 IV 
A-10 W 
A-l0 IV 

493 寛永通 古寛永 日 5 V 
494 寛永通 |称芝 B-5 V 
495 寛永通 古寛永 B-5 V 
496 寛永通 称芝 B-l0 IV 
497 寛永通 |推岡 j B-l0 日F
498 寛永通 |称水戸 B-9 V 
499 寛永通 古寛永 B-9 V 
500 9 A-10 IV 付着物
501 寛永通賓 A-l0 W 
502 |寛永通賓 C-3 \~ 

寛永通 C-3 、司
C-3 vτ 

永 C-3 1司
F C-3 \~ 

古寛永 C-3 VI 
|古寛永 C-3 \~ 

古寛永 A-l0 IV 
寛永 不知 A-10 W 
寛永通 古寛永 SD26 
512 寛永通賓 古寛永 SD26 

轟
8D26 

称水戸 8D26 
|新寛永 8D26 
|称沓谷 8D26 
不知 8D26 
称芝 8D26 
新寛永 P 1ヒ文 8D26 

520 羊符通 B-2 IVV 
521 洪武通 B-2 IVV 
522 寛永通 古寛永 B-2 日lV

1111155555222224 6 5 7 3 

B-2 IVV 

韓寛永

B-l0 IV 
寛永 B-l0 日F
寛永亀戸背丈 A-8 11' 

八 8 IV 
528 つ A-9 W 
529 ? A-9 W 
530 。 D-16 
531 寛永通賓 新寛永亀戸背丈 S D 17 
532 。 A-10 IV 
533 。 B-6 V 
534 寛永通賀 称坂本 A-l1 IV 
535 寛永通寅 新寛永田ツ宝 A-11 W 
536 寛永通賓 l称水戸 B-11 V 
537 寛永通賓 |古寛永 B-J j V 
538 ? C-2 血

539 寛永通賓 称芝 A-jO W 
540 寛永通賓 古寛永 A-10 IV 
寛永通 古寛永 A-l0 W 

A-10 IV 
新寛永 太田 A-9 れF

古寛永 A-9 IV 
新寛永不旧手七条 A-9 IV 
称建仁寺 A-9 IV 
新寛永 A-10 W下
推岡山 A-l0 IV下
古寛永 B-5 W 

B 5 IV 
司匝岡山 B-l0 W 
|新寛永四ツ宝 B-l0 IV 
|家警 B-l0 W 

事t 称坂本 A-7 IV 
t共 A-7 日F

古寛永 A-6 IV 
1君及本 A-6 IV 
背丈 B-l0 11' 

559 新覧永 日 10 IV 
560 称笹谷 B-l0 日F
561 称芝 B-l0 IV 
562 称沓谷 A-l1 IV 
563 称谷分 A-l1 日Y
564 称水戸 日 11 W 
565 長明 B-11 、~

566 ;11 B-8 日F

567 ワ 孔無 A-8 E 
寛永通 古寛永 C-3 VI 
569 |称芝 C-3 \~ 

570 |亨杭 C-3 VI 
称岡山 C-3 VI 
古寛永 C-3 W 
古寛永 C-3 VI 
称水戸 C-3 VI 
|古寛永 C-3 VI 
古寛永 C-3 VI 
不知 C-3 VI 
古寛永 C-3 VI 
寛永 C-3 VI 

A-5 VI 寛永銭ではない

称水戸 A-l0 V 
A-l0 V 

寛永通 新寛永 SDOl 曜豊 p "，'i文

SDOl 
SX04 
SX04 
SX04 
SX04 

古銭整理表 ③ 

「ひにd
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一般国道324号道路改良に伴う栄町遺跡発掘調査出土銭貨の

誘導結合プラズマ発光分光分析法による分析

岩手県立博物館 咲山まどか 赤沼英男

栄町遺跡から出土した銭貨について誘導結合プラズ、マ発光分光分析法(ICP-AES法)により分

析を行った。以下にその結果を報告する。

1 分析資料

分析した資料は慶長通賓他7点である。資料No目8が一部欠損しておりそのほかは完形品である

が、いずれも錆で覆われてはいるものの，錆化が進んだ資料である。資料の一覧を表1に示す。

2 分析試料の調整ならびに分析方法

資料表面に付着している錆層を金属面が露出するまでダイヤモンドカッターを装着したハンド

ドリノレで除去した。このようにして得られた試料面から，微量のメタノレ片またはメタノレと錆が混

在した試料片を削り敢り，超音波洗浄後十分に乾燥した。乾燥したテフロン分解容器に直接秤量

し，硝酸で溶解後塩酸を加えて lモノレ溶液となるように希釈して試料溶液を作成した1)。得られ

た溶液に含有される銅 (Cu)，鉛 (Pb)，錫 (Sn)，鉄 (Fe)，アンチモン (Sb)の5元素を ICP-

AES法により定量した。

3 分析結果ならびに考察

表2はICP-AES法による定量分析結果である。 No.1， No. 4， No. 6， No. 7， No. 8はCu，Pb， 

Snがそれぞれ66. 5 '" 86. 5 %， 2 '" 16. 5 %， 1. 04 '" 6 . 28 %含有されている。またNo.l，NO.4お

よびNO.6からは2'"6%のFe，0.02'" 0.89%のSb分が検出された。 No.2，NO.5はCu，Pbを成

分とする。

5成分の合計が90%を上回るNo.1， No. 2， No. 5， No. 6について， Cu， Sn， Pbの3成分の含有

量を 100%に規格化し， Cu -Pb -Sn系三角ダイヤグラムにプロットした(図 1)。図 1には佐々

木らによる輸入明銭と国内模鋳銭の組成範囲2)も示したが，それを加味するとNo.1はCu-Pb -Sn 

三元系合金の公鋳銭に精鉛を添加した領域(I')に属する。 No.2， No. 5， No. 6は， Cu -Pb系合

金で，領域Eに分布する。私鋳銭の領域に属する。

No. 2， No. 3， No. 4， No. 7については錆化が進んでおり， Cu， Pb， Sn 3成分の含有量を 100%に

規格化することが困難であるためプロットは見合わせた。NO.8については蛍光X線分析によって

10%を上回る亜鉛 (Zn)の含有が確認されており，真鏑銭であることが確認された。

No. 2 '" No. 6には2%以上の Feが含有されている。図 1を加味するとNo.1には公鋳銭， NO.2・

5は私鋳銭， NO.3・6は私鋳銭もしくは模鋳銭が再利用されてた可能性がある。 NO.4については

銭種を考慮すると(加治木洪武3))模鋳銭としておきたい。一方NO.7は私鋳銭， NO.8は真鍛を素材

とする公鋳銭と推定される。栄町遺跡出土銭貨には組成の異なる地金が使用されている。今後さ

らに調査を実施することにより，入手経路の推定が可能になることと思われる。

註)

1)内田哲男，平尾良光 'ICP分析法による銅製考古学的資料分析の基礎的研究Jr保存科学， 29j 1990， 43 ~ 49 
2)佐々木稔「出土銭貨の自然科学的解析法Jr出土銭貨， 7 J 1997， 93 ~ 105 
3)下関市立大学捜木晋一教授による。
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資料一覧表 1

考

1

i

n

L

q

J

d
パコ

r
D
円

b

ワ
t
o
o

備

メタノレ

錆とメタノレが混在

錆とメタノレが混在

錆

錆とメタノレが混在

錆とメタルが混在

錆

錆とメタノレが混在

重量 (g)

2.74 

1. 78 

2.44 

3.15 

1. 76 

2.93 

1.86 

1. 77 

径(醐)

23.0 

24.4 

24.2 

23.0 

23.8 

23.0 

26.0 

24.0 

資料名

慶長通賓

元豊通賓

天啓通賓

洪武通賓

元祐通賓

天通過賓

順治通費

高暦通賓

No. 

ICP -AES法による銭貨の定量分析結果表2

(%) 分成析分
;llI， 
寸三a化

Fe 

2.06 

3.69 

2.18 

5.31 

4.16 

2.40 

0.38 

0.89 

Sb 

0.020 

0.095 

0.056 

0.890 

0.210 

0.120 

0.380 

0.092 

Pb 

16.5 

17.0 

0.38 

3.10 

7.16 

2.13 

3.98 

6.28 

Sn 

4.57 

0.13 

20.00 

1.04 

0.64 

1.90 

3.46 

6.28 

u
 
c
 79.4 
69.8 

83.1 

75.7 

78.9 

86.5 

66.5 

67.2 

資料名

慶長通賓

元豊通賓

天啓通賓

洪武通賓

元祐通賓

天通通賓

順治通費

高暦通費

仏
一

1

2

3

4

5

6

7

8

N
 

-
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E 総括
近年，長崎市街地における発掘調査が増加してきている。調査対象の主体となっているのは，元

亀元年 (1570)の開港から幕末にいたる「港市長崎Jを構成した旧町や施設である(註 1)。今回，

調査を実施した地点はかつての袋町に含まれる。袋町は開港の翌年に町建てされた六町の外側に，

人口の増加に伴って新たに町建てされた「長崎村の新町Jのひとつで，慶長二年 (1597)に隣接す

る材木町，酒屋町，本紺屋町とともに町建てされた。当初は長崎村すなわち大村領に属し長崎甚左

衛門純景が管轄していたが，慶長十年 (1605)長崎代官の村山等安の江戸幕府への申し出により長

崎村も公領となった。元禄十二年 (1699)に外町・内町の区別が廃されるまでは，外町のひとつと

して代官が管轄し，以後幕末まで長崎奉行の管轄下にあった。大正十二年 (1923)の f長崎市街地
図jによれば，調査地の東側は市立幼稚園に該当している。町名は昭和三十八年に栄町となり，調

査地には市立夜間中学，夜間商業を前身とする市立高校を経て昭和五十七年 (1982)に創設された

定時制の市立長崎高等学校があった。

今回の発掘調査では，ふたつの大きな成果があった。ひとつは町建てから十七世紀前半の豊富な

出土資料が得られたこと，もうひとつは寛文三年 (1663)の大火による焼土層から海外輸出向けの

肥前陶磁がまとまって出土したことである。

調査の結果，慶長頃の遺物を含む最も古い生活面が確認されたが，これは記録にのこる町建ての

時期とほぼ対応する。しかし，この時期は遺構・遺物ともに少なく，十七世紀の前半になって急増

する。出土遺物には中国・東南アジア産の土器・胸磁器のほか，ヨーロッパ産と考えられるガラス

製品なども含まれる。これらは，当時長崎を通して行われた南蛮貿易や朱印船貿易を反映している

と考えられる。出土遺物にいわゆる古染付など質の高い輸入品やライン炉器，ベっ甲などが含まれ

ることから，居住者が活発な貿易活動に関わっていた可能性が指摘される(註2)。

寛文大火の焼土層は，調査区内で広範囲で確認されたが， 10区とした区域からは規格性のある肥

前陶磁が集中して出土した。これもは，その出土状況から通常の生活で使用されたものではなく，

商品として一時的に保管されていたものと推測された。出土した胸磁器の中には，染付雲竜見込み

荒磯文碗や赤絵唐草文碗など実際に東南アジアで出土している資料が含まれていることからも，こ

れらが船積みを控えて保管されていたと考えられる。

今後，各地の伝世品や出土資料あるいは文献史料等の比較研究が必要となってくるであろう。文献

史料との比較として一例をあげておく。山脇悌次郎は，オランダ東インド会社の肥前陶磁輸出に関

連して長崎商館の仕訳帳や送り状， rバタピア城日誌jから輪出品目を整理しているが(山脇 1988)，
寛文二年に 86，329個と江戸時代に会社が輸出した最高の輸出量を記録している。寛文三年には， rパ
タピア城日誌jから 55，874個が輸出されたことがわかるが，内訳の一部に「小鳥の置物Jがみられ

る。あるいは，今回の調査で出土したツバメ形の合子がこれに相当する可能性も考えられる。また，

これとは反対に文献にみられない燭台が出土していることも興味深い。今後の検討に期待したい。

以上，紙面の都合で主要な成果についてのみしか触れることができなかった。しかしながら，本

報告では可能な限りデータ提示に力を注いだつもりである。今後，これらのデータを元に分析，考

察といった機会を積極的に行っていきたい。

[註]

(1) 筆者は，現長時市街を潜在的な遺跡として整理し、「長崎遺跡群J という概念を提唱している ()II口2000)。

(2) 袋町の町乙名は糸屋家であった。同町には元禄年間に高鍋藩が蔵展敷を置いていたとされ，糸屋家が御用問

商人として用達していたという(県史 1985)。糸屋家の場所は不明であるが，出土遺物から判断する限り調査
地が該当する可能性もある。

[引用参考文献]

) 11口洋平2000r一括資料からみた長時遺跡群Jr西海考古』第2号 西海考古同人会
古賀十二郎 1957r長崎開港史j古賀十二郎翁遺稿刊行会
f長崎県史j対外交渉編 1985 古川弘文館
山脇悌次郎「唐・蘭船の伊万里焼輸出Jr有田町史j商業編 I 有田町
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